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ハイライト 

➢ 政策動向 

⚫ e-SAF 普及促進を目的にした eSAF Early Movers Coalition に加盟するドイツやフランスなど

は、ダブルオークション方式による支援方針を相次いで発表した。 

⚫ EU 域外からの原油・天然ガス等の調達に混乱を招く懸念もあった EU メタン規則の適用開始を 1 年

延期し、2028 年 1 月開始とする提案が欧州委員会から発表された。 

➢ 企業動向 

⚫ バイオ燃料分野において、ブリュッセル国際空港における移動式 SAF 混合設備のトライアルや、

Moeve による大型農業機械向け HVO 100 の供給など実証に関する発表が見られた。 

⚫ 水素・合成燃料分野では、INERATEC のフランスでのプロジェクトにおける Haltermann Carless

との提携や、同じく INERATEC から、合成 Wax の食品用途への展開を図る動きがあった。 

➢ 石油需給 

⚫ 8 月の OECD 欧州製油所の原油処理量は、前月比 4.7%の増加で、前年比でも 1.4%の増加を

記録した。記録的猛暑や、製油所定修等の影響もあったが、全体的には、好調な精製マージンが、

製油所稼働を押し上げた。 

⚫ 9 月も中間留分の需給はタイトであったが、原油価格上昇等の影響で、ガソリン等の製品クラックが低

下し、精製マージンが押し下げられたこの記事は、賛助会員・情報提供サービス購読者限定です。 

お申し込み後、続きをご覧いただくための閲覧用パスワードをお送りします。 

賛助会員·情報提供サービス購読者の方は、 

下のボタンから続きをご覧いただけます。 

◆賛助会員については、こちらからお問い合わせください > 
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